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100歳 女 性 の ラ イ フ ヒス トリー

一九州海村の恋 と生活

落 合 恵 美 子

は じめに

史料に登場す る人たちに会って話を聞いてみたい一 歴史 を研究す る者なら誰で も思っ

たことがあるだろう。それを実行 しようとい う実験的試みが本稿である。

歴史と言 って も、戦後史であれば問題はない。戦前であって も可能な時期 はある。 しか

しわた しが扱っている史料 は徳川時代の宗 門改帳であ り、時期的には18、19世 紀の もので

ある。その ような時代 を分析するために、聞 き書 きという方法か ら何かを得 ることはで き

るだろうか。

出発点 は九州の海 に面 した二つの村の宗門改帳だった。わた しはこの10年 ほど日本各地

の宗門改帳 と人別改帳をデー タベース化 して、徳川時代 に生 きた人々のライフコースや家

族経験を歴史人 口学的に再構成する とい う仕事 をしてきた。 これ まで分析 して きた本州の

諸地域の間にもさまざまな点で違いはあって、 日本 の直系家族 システムは一つではない、

とい う論文 を書いたこともある(Ochiai,1998,2005)。 しか し、九州の二つの村の分析

に着手 したとき、その特異性 は今 までの経験 を超えたものだった。

この特異な結果 は、 どの ような生の リアリティを意味 していたのか。史料 に表れるよう

な人生を生 きて きた人か ら直接の証言を得たい。史料が語って くれない真実や、その とき

どきの感情を含めて。そうした思いか ら、確かな成果が得 られ るかどうか 自らも半信半疑

なまま開始 したのが、高齢者のライフヒス トリー ・イ ンタビューであった。

歴史研究にインタビュー という方法 を用いるのは、前例のない ことではない。 フランス

社会史の一翼をなす歴史民俗学は、20世 紀初頭 を生 きた高齢者へのインタビューか ら、フ

ランス革命 当時の民衆生活史を解釈す る手がか りを得 ることに成功 した。 フランソワー

ズ ・ルークスはルソーが批判 したスワ ドリングとい う産着 を子 どもに着せていた高齢女性

の証言か ら、子 どもに対す る無関心の表れの ように言われていたこの習慣が、今 日とは異

なる子 ども観に もとつ く配慮 に支 えられていたことを明かに した(Louxl978=1983)。 社
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会史が対象 とする心性が 「長期波動(longuedur6e)」 と呼ばれる長期 の時間相 でしか変

化 しないとすれば、この ような方法 にも十分 な根拠がある。

ライフヒス トリーという方法は徳川時代の歴史社会学的研究のためにどれほど有効だろ

うか。本稿ではこうした方法論的意識 を持ちつつ、九州海村 に生 きた100歳 の女性 のライ

フヒス トリーに向かってみたい。

1.九 州海村の歴史人ロ学

まず、そもそもの解 くべ き問題、出発点 となった九州海村 の特異性 とはどのようなこと

だったのだろうか。

西九州の宗門改帳データベースは二つの村 の記録か ら成っている。長崎か ら西南 に突 き

出 した野母岬の先端 に位置する肥前国彼杵 郡野母村(1766～1871年)と 、天草下島の西端

で東 シナ海に面 した肥後国天草郡高浜村(1770～1866年)の 宗門改帳である。 どちらも海

に面 した海村だが、野母村 はほぼ純粋 な漁村であるのに対 し、高浜村 は海上交易で栄えた

町場 、農業、漁業 など異なる生業 をもつ複数の集落(迫)か らなる。二つの村 のあいだに

は歴 史人口学的に多 くの共通点が見いだせ るが、それらはこれまで研究 されて きた本州の

地域では見 られなか った(D。

二つの村に共通 して見 られる特徴 の第1は 、大 きな村 落規模 と著 しい人 口増加である。

18世 紀以降寒冷期の人口減 に悩 んだ東北地方、ほぼ横這いの中部地方 と比べて、九州の2

力村 は三大飢饒の影響 も受けず右肩上が りに人口を増やす(1871年 の野母村 の総人口3577

人。以下、本稿では研究の進んだ野母村 についての数値 を示す)。 温暖な気候、土地に制

約されに くい生業な どの理由が考えられる。

特徴の第2は 大 きな世帯規模である。幕末維新期の平均世帯規模 を比べる と、この地域

は同時期の東北地方にほぼ匹敵 し(1871年 の野母村では5.7人(2り 、他地域 より明かに大 き

い。西南 日本の世帯は小 さ く単純 とい う通念にあてはまらない。世帯構造に注 目すると、

キ ョウダイやイ トコの核家族が横 に並 んだ合同家族世帯が9パ ーセ ン トも存在 してお り

(1871年 野母村)、 直系家族世帯が優位する本州 とは異 なる世帯形成原理 を持 っていたこと

が うかがわれる(落 合2004b)13)。

〔P東北、中部、九州の3地 域の歴史人口学的比較については、落合(2004b)を 参照。
ω 宗門改帳の記載単位を同居 と生活共同の単位である 「世帯」 と考えてよいかという一般的な問題

があるが、詳細な分析は別稿に譲る。結論から言えば、野母村では幕末に記載単位の分裂と縮小が起 きて

お り、それ以降の記載単位 は 「世帯」に近いものになっているのではないかと推察できる(Ochiaiand

Ono,2002)o
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第3の 特徴 としては、高い出生率 と頻繁 な婚前 ・婚外出生、お よびそれをとりまく結婚

慣習を挙げたい。 この地域 の粗 出生率(CBR28.8)と 合計特殊 出生率(TMFR6.5)は 近

世中後期 日本の最高水準に属する。女性 の平均産児数は4.3人 である。人口増加は高出生率

による自然増加であった。年齢別出生率は 自然出生力 のパター ンを示 してお り、意図的出

生抑制 を行なわなか ったことが分かる(津 谷2002:190-1)。

さらに注 目すべ きなのは、頻繁 な婚前 ・婚外出生である。野母村の女性の平均初産年齢

は23.6歳 で、初婚年齢 より低 い。結婚する前 に出産するのが一般的なパ ター ンだったので

ある(津 谷2002:192)。 野母村 の平均初婚年齢は女性25.3歳 、男性31.1歳 で、当時の日本

で もっとも高い部類 に属す るが(OchiaiandOno,2002、 落合2004a:43)(4}、 婚前に性

交渉をもつのは当た り前だった。年齢別有配偶出生率を求め ると10代 後半が非常に高いが、

これは若年結婚はほとんど婚前妊娠 のケースばか りだったことを示 している(津 谷2002:

190)。 また、生涯未婚であった女性 も、その4分 の1は 子 どもを(し か も多 くは複数の子

どもを)持 っていた(津 谷2002:192)。

内婚率 の高 さも特徴的で、野母村 では92パ ーセ ン トが村 内婚である(落 合2004b二74-

5)。 なお、活発 な性交渉 ということか ら結婚の不安定性が予想 されるが、離婚に至る割

合 は初婚 の11パ ー セ ン トであ り、東北地方 の34パ ーセ ン トに遠 く及ば ない(Kurosu,

TsuyaandHamano,1999:table4)〔5)。 この地域 における結婚の届け出のゆるやか さが

離婚 を過少に見せているようだ。

第4の 特徴 は、世帯間の個人の移動、 とりわけ子 どもの移動が頻繁 に記録 されている こ

とである(OchiaiandOno,2002)。 生 まれてか ら数年たった子 どもが突如 「俸」 として登

場 する。 このような子 どもたちを どの ように理解すべ きだろうか。「養子」 に取 られた と

考えれば簡単だが、 「養子」 とい う記載はない。 また、 これ らの 「体」には未成年者 も多

く、相続のために成年男子 を養子に取る とい う日本の他地域に一般的 な養子の年齢パ ター

ンと異なる。む しろ ヨーロッパ に一般的な 「養育のための養子」に近い(Goody1976,ch.

6)0

以上 より、徳川時代の九州の海辺 の村 において、特徴的な性 ・出産 ・結婚の慣習が繰 り

広げられていた様子が浮かび上がってきた。 また、世帯構造 とい う面か らも、人の移動 と

{3,屋敷地内に別棟 をつ くる複世帯制(大 間知1938 冨1975)で は ないかと考えた くなるが、たしか

に高浜村では徳川時代の史料にも現在も隠居屋が見られるものの、狭い平地に家屋が軒を接して密集する

野母村では一つ屋根の下に文字通り同居するパターンもかな りあったのではなかろうか。
ω 近世日本の結婚の特徴と地域差については落合(2004a)

、Kurosu,TsuyaandHamano(1999)

参照。
〔9そもそも近世日本の離婚率は全国的に前近代社会としては非常に高い水準にあ り

、東北地方は今

の米国並みであった(落 合1997=2000:72、2004a)。
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い う点についても、直系 的でメンバーシップの確定 した家 とはひと味違 う生活組織 を人々

は拠 り所 にしていたようだ。

2.先 行研究による解釈

ここまでに描かれた九州海村の歴史人口学的特徴について、何 も驚 くに値 しない と思わ

れた方 もあるだろう。西南 日本や漁村の特色 としてこれ までの研究史の中で論 じられて き

た ことと、 これらの歴史人 口学的発見のい くつか はよく符合する。その特色を数量 的に計

測 してみせたこと、また徳川時代に も存在 していたことを明かにしたことの意義はあるが、

新たな説明 を要する事実があるのか と、問う方 もあるだろ う。

例 えば、漁村 には村落規模の著 しく大 きい場合があることは知 られている。農村 と比較

して村内婚比率が高いことも周知である。 また頻繁な婚前出生は、宿や ヨバイの習俗 と結

びつけて論 じられてきた。村人の家や独立の家 を宿 として村の若者たち(あ るいは娘たち)

が泊 ま り、共同労働 と教育、そ して男女交際(い わゆる ヨバイ)の 機会 とした とい う習俗

である。処女 を尊ぶ習慣はな く、婚前性 交渉 も婚前妊娠 も当然のこととみなされていた。

女性 たちは結婚儀礼のあ ともしばらく、 ときには数年間 も親の家に留 まり、ひ とりかそれ

以上の子供 を産 んでか ら夫の家 に移 るのが普通 だった地域 も多い。宗門改帳への登録 も数

年間遅れる傾向があ り、『民事慣例類集』にも、肥後国天草郡の事例 として、「送籍 は年限

の定めな く一子 を生むの後双方送籍をなす慣習な り。」 とある(司 法省1976)。

しか し、 もう一歩踏み込んでこの習俗の実態に迫ろうとす ると、従来の研究から結ぶ像

はひとつにはならない とい うことに気づ く(6)。

第1の 類型は、結婚 を前提 とした配偶者選択の機会 として この習俗 をとらえる見方であ

る。た とえば 『若者 と娘 をめ ぐる民俗』 を著 した瀬川清子は、「婚姻制度 としての寝宿」

(瀬川1972:250)と 位置づける。相手が定 まるまでに数人の恋人を持 ちかえることはあ

った ものの(瀬 川1972:288)、 「若い者 たちは既婚者の侵入 を許 さなかったが、村民 も

その節度を破る ものはほとんどなかったようである。若い者たちの清純が よく守 られたの

で、時 として若 さか らくる混乱はあっても堕落はなかった。宿のなじみの結婚はあ とが堅

い という。」(瀬 川1972:284)と 健全 な配偶者選択 の制度であ ったことを強調す る。竹

内利美 も 「そ こでの生活は、それぞれ将来の配偶者を選んで、幸福な結婚を実現する準備

過程 となった」 とし、宿親の監督や仲間の統制により(竹 内1991:7)、 「けっ してみだ

〔6)以下 で は 森 栗(1995)の 整 理 を参 考 に した
。
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りがま しいもので はな」(竹 内1991:13)か ったとする。江守五夫によれば、「同時複数

はいけない、友人の馴染みの者 との関係はいけない、ひんぱんに相手 をかえてはいけない、

他村の異性 を相手にしてはいけない」 などのルールがあった という(江 守1974)。

第2の 類型は、 自由に楽 しむ 「遊 び」 としての面 を強調する赤松啓介 らの立場である。

「夜這いはムラに よって差があ り、 どことも同 じでないが、基本的 には 『遊び』とい うも

のだ。若衆 と娘や後家、女中に限るムラ もあれば、老若にかかわ らず、また夫婦に関係 な

く開放 というムラ もある。夜這いから結婚することもあるが、夜這 いは結婚を目的とする

民俗ではない。」(赤 松1986:128-9)。 女性 とくに中年の女性か らの誘い もよくあった

とい う(赤 松1986:182-98)。 宮本常一 もこの立場に近 く、「その ときには嫁や娘の区別

はなかった。ただ男 と女の区別があった」(宮 本1960=2004:33)と 言い、早 乙女たちの

あけす けな会話や、後家や人妻をか まう男達 を描 く(宮 本1960=2004:127-9,143-58)。

第3の 類型は、健全 な配偶者選択 にはお さまらない現実があ ったとしなが らも、赤松の

ようにおお らかな性を賛美す るのではな く、村の若者集 団による娘集団の支配 という面 を

強調 して、女性の選択権や恋愛の存在 を否定する女性抑圧史観の立場 である。

赤松 は強姦 につ いて 「強姦 されたとい う女たちの話 を聞いていると、襲 った若衆たちの

方がかわいがって もらったのだ」(赤 松1986:197)と まとめ、後家 は若衆の 「ケイコ台」

だった と言う(赤 松1986:172)。 また、「生 まれた子供 はいつの間にかムラの どこかで、

生 んだ娘の家やタネ主か どうかわか らぬ男の ところで、育て られていた」(赤 松1994:

32)、 「嫁や娯が産んだ子 どもの卸元 を調べ ような どとい う料簡の狭い男 はいない」(赤 松

1986:198)と 子供 について も楽観 的である。三砂 ちつるが言 うように、後家に とって も

若衆 との関係が必要 という面 もあったろ う(三 砂2004:48)。 しか し、それで も、性的自

由を女性 も享受す るばか りだったとい う赤松の楽観には一沫の疑問 を感 じざるを得ない。

その一方で、 ヨバ イに恋愛はなかった、女性 の選択権は無かった とする見方 も一面的では

ないだろ うか。

このように見て くると、従来の研究を参照 して も、歴史人口学的が数量的に描 き出した

人々の行動 の実態や意味 は、必ず しも明かにはならない。第1の 見方のように、 ヨバイが

結婚を前提 としたものだった ら、そ して子 どもが生 まれてか ら送籍する とい う慣習であっ

たなら、婚前出生の多 くは後に夫 となる男性の子 どもを法的婚姻の前 に産んだにす ぎず、

この地域の性慣習 は見 た目ほど乱脈で も特殊で もなかったとい うことになる。 しかし、第

2や 第3の 見方の ような実態であった とすると、婚前出生の、あるいは場合 によっては婚

姻中に出生 した子 どもの実の父親 さえ確定 しえない とい う、ずいぶん複雑 な事態 となる。

いったい実態 はどちらに近かったのか。人 々はどのような感情 を抱 いて、どのような意
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味づけを して、その ような生 を生 きていたのか。 また、そのことと地域特有の人口動態や

世帯や人の移動のあ り方 とはどのような関係 にあったのか。で きることなら史料 に登場す

るよ うな人々に直接 にイ ンタビュー してみたい とい う思い は、やは り消す ことはで きな

いo

従来の研究ではまた、歴史的変化 に関してもい くつかの仮説が並列 している。瀬川清子

は、「こういう宿 の生活は配偶者 を求めるための ものであ るという地方 と、ナジ ミが必ず

しも結婚の相手ではない とう地方があるのは、婚姻 と宿の生活の関係が なくなってゆ く過

程 を示 している ものではなかろうか。」(瀬 川1972:266)と 、統制が次第に弛緩す ると

いう方向の変化を想定 している。本来のかたちは乱脈ではない とする江守 も含め、前述の

第1の 類型 に属する論者 は、変化 についてはこの仮説 を共有 してい るようだ。

他方、宮本常一は、観音堂の歌合戦の後の性 行為や遠 くの村への夜這い、出戻 り女や後

家への夜這いがな くな り、明治末か ら見ず知 らずの遠 くの女 との見合 い結婚 になった と言

う(宮 本1960=2004)。 赤松啓介は、明治末期 には村の上層農民は夜這いか ら阻害 されて

お り、中間下層は分化 し、町に出て酌婦な どの買春を利用す る男性 が出始めた とする。か

つてはさかんだった ヨバ イ慣習が次第に衰弱 して、見合い結婚 と買春 との組み合 わせ に取

って代わ られたという仮説であ り、第2の 類型 はこの変動論 に結 びつ く。

森栗茂一の 『夜這い と近代買春』(1995)は 、水俣 と天草における ヨバイの変容を、 自

ら行ったイ ンタビュー調査や 『聞書水俣の民衆史』(岡 本 ・松崎編1989-90)に もとつい

て描 き出 した ものである。「佐敷 ・水俣 ・女 の夜這い」 と言われ女子 も男宿 に泊 まりに行

く習慣があったのが、市場経済の浸透 によりヨバイが崩壊 して、女たちは売春婦 にな り男

たちは買春へ と向か うようになる過程の分析は非常 に興味深い。その一方で 「明治末か ら

大正にか けて、銭稼 ぎと銭による義理が増 え」、ヤウチ(親 類)の つ き合 いに苦 しみ 「ヤ

ウチの拡大 を好 まない親たちが、ヤウチ内での親戚結婚 をすすめる ようになった」という。

遠 くの女 との見合い結婚が増加 した とする宮本 とは食い違 うようだが、親が主導権を握っ

た結婚が増えるとい う点では同 じだろう。

そ して 「村 のなかでの女性 の選択権 を認める(男 性による)管 理支配」 という従来の ヨ

バイのシステムが崩壊するなか、「男の責任感が薄れてい き、男の無秩序 な暴力によって

女の拒否権が侵害 されて」 「『馴染子』(私 生児)と 『いかず後家』が村 にあふれることと

なった」 とい う(森 栗1995:59-61)。 森栗の枠組みは歴史的変化についての上記二つの

仮説 を折衷 した もの と言えようか。

変動 の仮説 について もいずれが妥当なのかとい う問いを胸 に抱 きなが ら、ライ フヒス ト

リーを追ってみよう。
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3.歴 史研究の方法 としてのライフヒス トリー

本稿 では、ある高齢女性へ のインタビューを通 じて、これ らの疑問 を解 くための手掛か

りを求めようと思 う。その女性 とは、畠中亀菊(カ メギク)さ ん。2004年 の訪問時点でち

ょうど戸籍年齢100歳 で、総理大臣か らいただいた表彰状 を見せて くだ さった。亀菊 さん

は鹿児島県肝属郡根 占町在住で、その隣町の佐多の出身である。第1回 目のインタビュー

は2004年2月 、第2回 目のインタビューは同年11月 に実施 した。

史料 は長崎 と天草 とい う西九州の ものであるのに、南九州の大隅半島での経験 をその解

釈に用いることがで きるのか という疑問はあ りうる。実は今回、根 占での調査 を開始する

前に、史料の得 られた旧高浜村 と野母村 で も高齢者のインタビューを実施 している。高浜

村では90代 の女性お二人に長時間のイ ンタビューを繰 り返 し、興味深い成果があがってい

るが、本稿のテーマに関 しては 「結婚 は親が決めた」 という以上の証言は得 られていない。

野母村ではコヤ ド(男 性数人で家の2階 を借 りて寝 泊まりする)に ついて男性 たちか らの

証言が得 られたが、 まだそれほど踏み込むまでに至ってお らず、女性からの証言 もない ω。

そこで本稿では、地域は違 うが女性か らの証言であ り、 しか も圧倒的に豊かな内容 をも

つ亀菊 さんのイ ンタビューを活用することにした。天草や長崎 と大隅を比べると、薩摩藩

は独特の郷士制度や門割制度 を敷いたとい う制度的な違いがあ り、市場経済の浸透や近代

売春の発達の程度 など他の条件 も異なる。 しか し九州の海村 という点は共通 してお り、内

藤莞爾 の 『末子相続 の研究』(1973)で も天草、肥前、鹿児島、五島が並べ られている。

第一次近似 として参照す ることは許されるのではないだろうか。

イ ンタビューを歴史研究の方法 として用いるには、方法論的な問題がい くつかあ る。

第1に 歴史性の問題がある。慣習は時代 とともに再構 成されてきたのだか ら、変わらぬ

伝統があるわけではない。 インタビューは話 し手の生 きた特定の時代の特定の経験 を聞 く

もので しかない。心性史や社 会史は事件 史とは異な り長期的に持続す る時間層 を扱 うとは

いえ、明かに したい歴史的時代 との間に起 きた社会的変化に充分留意 して、有意な断絶が

あると認め られる場合 にはこの試みは断念 しなければならない。

歴史人口学の成果 によれば、東北 日本では19世 紀の初めに社会構造やライフコースの大

きな変容があったことが分かってい る(平 井2003)。 この地域で は、明治以降に生まれ

た女性 のライフヒス トリーを聞き取 った ところで、18世 紀の史料の解釈 にはほとんど役 に

("大 隅で得られたような証言が天草
、長崎で得られない理由については、実態の違いを反映 してい

るのか調査上の問題なのか、実態が違 うなら地域差なのか変化の時期の違いなのか、今後の検討を要する。
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立たないだろう。 しか し九州の海村 に関 しては、歴史人口学的にはこれほど劇的な変化 は

発見 されていない。

第2に 構築性の問題 とでも呼ぶべ き問題がある。歴史に適用 した場合のみでなく、イ ン

タビュー という方法一般 にあてはまる問題だが、イ ンタビューは客観的事実を聞 くのでは

ない、話 し手 と聞 き手の相互作用の中で共同でリア リテ ィを紡 ぎ出す ことだ とい う自覚が

不可欠である。 これはエスノメソ ドロジーと構築主義の洗礼を受けた後のインタビュー方

法論の常識 と言えよう(桜 井2002、 落合2004c)。 話 し手の側の条件 とともに、聞 き手の

立場、性別、年齢、 インタビューの状況などによって、語 られる内容や意味づ けが変化す

ることに敏感でならねばな らない。

第2の 構築性の問題 に関 しては、亀菊さんへ のイ ンタビューは、亀菊 さんと家族同様の

つ き合い をして きた とい う隣家の岩倉キチ子 さん ・次男 さんのお宅で、お二人の 「通訳」

と合いの手 を交 えなが ら始 まったということを特筆 しておいたほうがいいだろ う。岩倉 さ

んは折に触れて亀菊 さんの思い出話を聞いてい らしたので、的確 な質問をはさんで くだ さ

り、亀菊 さん もリラックス して、微妙な事柄 もスムーズにお尋ねすることがで きた。聞 き

手のわた しは 「先生」 と呼 ばれていたが、女性 どうしということもあ り、特に2回 目のイ

ンタビューでは うち解 けて、岩倉 さんの立 ち会いがな くても1対1で お話 をうかが うこと

ができた。

構築性 に関連す るが、このイ ンタビューの一つの意義は、女性が女性に尋ねるという点

にあると考える。 ヨバ イや男女関係についての聞き書 きは、瀬川清子 などを除いて、多 く

は男性が男性に尋ねた ものである。性の 自由が女性に回したツケについてあま り言及が な

いのはそのためではないか。男性が女性に尋ねた場合 も、女性 は面白おか しい面 を強調 し

たか もしれない。 このインタビューではこの習俗が女性 に対 して もった両面性 をうかが う

ことがで きた ように と思う。

以下では亀菊 さんのインタビューを、 ライフヒス トリーの流れが見 られるように整理 し

て紹介す る。今 日の ライフヒス トリー研究では、構築過程を重視す るためイ ンタビューの

対面状況の再現に留意す る傾向が強いが、本稿ではライフヒス トリーの流れを優先 したの

である。ただ し答 えを引き出 した問いを知 る必要がある場面では、問いの言葉 も書 き残 し

た。

ライフヒス トリーの流れ を重視 したのは、性や男女関係にまつわる事柄 を突出させるの

ではな く、女性の人生全体のなかにあることとして呈示 したかったか らである。亀菊 さん

はライフヒス トリーに示 されるように頭脳 明晰で、仕事 にも家事 にも能力を発揮 し、村の

女性たちに一 目おかれて婦人会の要職 も務めた方である。岩倉キチ子さんの言 を借 りれば
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「村の女大学の先生」 とい うことになる。亀菊 さんのそ うした面が じゅうぶん伝 わるだけ

の紙数がな くて残念だが、そ うい う方のライフヒス トリーとして読んでいただ きたい。

4.畠 中亀菊 さん の ラ イフ ヒス トリー

K:畠 中亀菊さんA:岩 倉次男さんB:岩 倉キチ子さん0:落 合恵美子

〈 〉内は標準語訳*は 分析や追加情報など

生まれ

K生 まれは明治36年 の、11月 に生まれたと。

Kお 父 さんの37、8年 に、 日露戦争 に行 っておいや らん じ。ほって、明治36年11月 に生

まれおっ とをな、お父 さんが兵隊 さんでおいや らん じ、生 まれ 日か らこかげっお くれ、

4が っみ っかにつけっ くれって、おいやっと。〈お父 さんは37、8年 に日露戦争に行っ

たのです。それで、明治36年 に生まれたの を、お父 さんが兵隊 さんとして行 って しまう

ので、生 まれた 日か ら5か 月遅れて、4月3日 に届 けを出 して くれているのです。>

K生 まれた とこね。佐多の、いざ しき、あげんそん村、あげんそん部落。<佐 多の伊座

敷上園村 〉

*1903年 の生 まれだが、届 けが後れたので、戸籍上は1904年 生 まれ となっている。インタ

ビュー時点での実年齢 は101歳 。結婚 も実態 より後れて届ける慣習だったが、出生 も同様

だった。宗門改帳の時代 にも同じことが起 きていた可能性がある。

きょうだい

Kあ た いが 生 まれ た とっが な … い っ とか っ と じ …10人 じゃっ た どん なあ 。 男

ばっ かい。 は しか けや っ と じい 、 け死 んだ。 は しかが はや って なあ、 は しか で け死 んだ。

い っ と こっ と じ、10人 や った と。 や け ど男 は、 ず る っ亡 くな って 、女 ば っか い、5人 。

や っ た どん 、 も う女 も2番 と5番 が 亡 くな って 、 も うお らん と。 く私 が 生 まれ た 時

は … 一時 は ・ ・10人 だ った ので すが 。 男 ばか り、 は しか を患 って、 死 んで しまい ま

した。 は しか が流 行 って、 は しか で死 ん で しまい ま した。 一時 は10人 だ っ たの です 。 だ

け ど男 はぜ んぶ亡 くな って 、女 ばっか り、5人 。 だけ ど、 も う女 も、2番 目と5番 目が
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亡 くなって、もういないのです。>

Kい ま佐多にふた りおっと。妹が。

Kあ ん まい長生 きしいちょっとが、 こらもう、

いるので、悔やんでいるんです よ。 〉

くやんじょっち。<あ んま り長生 きして

*当 時の乳幼児死亡率の高さが うかがえる。

子どもの頃

0子 供 の頃のことで、憶 えているこ と、何でも、教えて ください。

Kも う、小 さい時かい、 まっこち、難儀 したい。子 どんの守 したい ・… うちが農家

で忙 しい とこどしたうが、 もう小 さい時かい、子ん守 したい。〈もう小 さい時か ら、本

当に、大変な思いを しましたよ。子供 の守をした り … うちが農家で忙 しかったから、

もう小 さい時か ら、子守 をしていま した>

Kほ いで、あたい どんが、 もうしごっすい ごっなってか らん、山にいってたっもん、

薪木 を取 って きてなあ、 また山か ら取って きたとどん、 こげんちんと巻いて持 って行っ

たい。<そ して、私 たちが、仕事 をするようになってか らは、山に入 って焚 きもの、

薪木 を取 って きてですね、そうやって山か ら取 って きたのを、小 さ く巻いて、持って行

くんです よ。>

Kち いせ なときか ら、ほ一んに、てげな しごっど、 した と。わ しどんな。〈小 さい とき

から、かな りきつい仕事 をしたのです。私たちは。>

Kわ が えでは、もう、んっとにねえ … 学校かい帰ってさあ、 もう、学校 どんもよお、

あたいどんがちっせ ころはもう、ふろ しっのおか しか、おか しかふろ しに本 を包んでい、

学校かい帰 ったとかあ、あがいたちやってよお、のちこちおい さん達のおいごくれえば、

唐芋ふたっふと くれ入れ、仕事行 くじおいやっとどなあ、子 どんで もこいや った と、や

っぱい。<我 が家では、 もう、 ほん とにね え … 学校か ら帰 ってね、 もう、学校で も

ね、私 たちが小 さい頃は もう、風呂敷の古 い、古 い風 呂敷に本 を包んで、学校か ら帰っ

たときはそれを、あがいと ぐ(玄 関の上が り口)に 置いておいて、その後お父 さんたち

の ところへ行 くので、サ ッマイモを二つ懐 に入 れて、仕事に行っていた ものです。子供

で も(仕 事に)行 っていたんです よ。>

K朝 くれおっかい …<朝 暗い うちか ら。>

K牛 やひっけておっかい … 〈牛 を引っ張 って行ってなあ。〉
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Kう ん。 もう、牛がにひっおった。ほって、牛 ひっぱって、草 を切って、牛 っ世話 どん

せ よっとやっで。ほって、にはんい って、わが っちゃいっぱいか る、先行ってやってか

いひって行って、草切って、 また草 を切 らん とっにゃ、いっぴっがたんぼっいってきに

ゃ、いっぴっにゃ草 をとって うせ っ …<牛 が2匹 いました。そ して、その2匹 の牛

を引 き連れて、草を切った り、牛の世話 などをしてい ました。そ して、近 くにいる人間

(身内)の なかで一番身軽な私が、先に行って草 を切った りとか、草を切 らない時は、1

匹は田んぼで働かせ、 もう1匹 には草を背負 わせて …>

Kや うっのおばさん どんが行かっ とかあ、おばさんた っが手でって くいやっと、弁当 ど

ん持 たせい、ひんのいっぺかかってい、おば さんたっが晩頃 もどっとかせっもろっ、 う

せ もろったい しよったと。<身 内のおばさん達が来て くれた時は、おばさん達が手伝 い

に きて くれていたんだけ ど、弁当を持たせて、昼いっぱいかかって、おばさん達 は夜 に

戻 って くるまで手伝 って くれていました。手伝 って もらっていたんです よ。〉

*子 どもの頃の ことを一般 的に尋ねたら、子 どもな りに任せ られていた仕事の話ばか りで、

遊びの話が一切出ない。天草高浜村 の農家 に育った同年輩の女性のインタビューでも全 く

同 じであった。 これに対 し、高浜村 の豊かな医者の家の出身の同年輩の女性は遊びの話を

して くれた。

学校

Kお 父さんがお らじ、戦争始 まった らおいや らっじ、学校 もほいで始 まって も、11月 の

やっがみってかっ じ、学校 もここので出たと。 しが ってかたすれば。ほ ら、あ、それ、

やっとかでっがっや、お父 さんがかんたって届けがお くい、学校 もここのっかいで くい

や った。いっついかい、2年 にあがるとかあ、 とおで。<お 父 さんがいなかった、戦争

が始 まって行 って しまったか ら、学校が始まっても、私は本 当は11月 生 まれだけど、学

校 も9歳 か ら行 きました。(私 の誕生 日は)4月 というこになって しまっていたので。本

当の ところは8歳 から行 くところを、お父 さんのことで届けが遅れて、学校 も9歳 か ら

行 くことにな りました。2年 に進級 した ときは、10歳 で。>

Kこ このっか らあがったが、やっぱ歳のほ どやったい。いっねんから2年 にあが るとき

は優等で、2年 から3年 にあが るときは2等 、優等。そいでそれからは1等 、1等 ばっ

かいで。<9歳 か ら学校 にはいったせいか、やは り歳 とっていたほどのことはあ りまし

た。1年 から2年 に進級するときはす ぐれた成績で、2年 から3年 に進級するときは2
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番。 これもす ぐれていた。そ してそれからは、1番 、いつ も1番 だった。>

Kほ って、校長先生 どんのおいやったがなあ、知恵な くやっでなあ。先生なわがんおい

やったでなあ、学費な くるっで、体んぶんな学校やっ くい、やったがなあ、2晩 な、相

談 におい くいやったな。お とっやいもっがおっでい、せやならんって、だ さならんって

やったでや。<そ れで、校長先生がいたんだけど、提案 をして くれてね。先生が家 に来

てね、学費を出 してあげるか ら、能力に見合 った学校 にいかせてや って くれ、 と言 って

ね、2晩 も、相談 に来たんです よ。で も、弟や妹がいるし、無理です、出せ ませんって、

(親は)言 ったの よ。〉

ヨバナシ(ヨ バイ)

Kん にゃあ、そげなんは、おなごん しは行かんげや。男ん しが行 く。そって、若いとき

な、友達の家な泊 まった りしよったうが、そんときに、男ん しが行 って、ねん ごろして

いっと。<い いえ、そうい うのは、女の人か らは行かないです。男が行 く。そ して、若

い ときには、友達の家 に泊まった りす るで しょう、その ときに、男 の人が行って、仲 良

くして帰るんです よ。>

Kあ あ、女が、あっちに泊 まった り、こっちに泊 まった りしてな。

K男 は泊 まらん。おなごん しが、友達や泊まった りしよった と。そこに、男ん しが来 よ

ったわけ。おなごん しがおれば、夜遊びをすること。

K(男 は)好 いたおなごが泊まっちょれば、ほら、ひとりで来る。

K(女 たちが)2人3人 寝ち ょっとをな、好いたのをな、外か ら引っ張っとよ。

Kそ れは、間違 いはないよ。女のほうも、 もう解っちょっとやっで。

K親 は知 らん。友達 と泊まっとる じや、親は別ん とこで寝 とる しや。親ん しは奥の間で

寝て な、若い しはやっぱな、広い間で、みんなで寝 る。親ん しと、友達ん しは、別々で

寝 るしや。だかい、親ん しは知 らん。<親 は知 らない。友達 と泊 まる部屋 と、親が寝 る

部屋 は、別だか らね。親は奥のほうの部屋 で寝る し、若 い人たちはひとつの座敷 にみん

なで寝 るから。>

K食 事は我が家で して、友達の家 な泊 まりに行 くだけ。

K(男 が入るのは)玄 関か らじゃねえ。外か ら入 られるとこがあろ うが、そこから入 っ

てくると。 どことは決まってね、 どこか ら入って くるかは解 らん。

*同 じ根 占の79歳 の女性 は、家で3人 姉妹が寝ている と、男が入って きて、姉妹のひ とり
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の布団にもぐりこんだ という体験 を語って くれた。

Kあ あ、子供 が出来る しもおる。 そって結婚す るしもおっが、親が嫌がれば、誰が子や

って言って、男んしに くいやった りもす る。やっぱ、男に取 られるじや。

K男 ん家 には、その男のお母 さんがおるで。おばあさんになるとよ、そん しが、育てる

とや。男におかたく嫁 さん 〉がおれば、そ ら、そん しが育て るやっが。男におかたがお

らん しは、おばあさんが育てる しや。

Kそ げな し(お かたがいる男)も おるな。

K(そ れは)悪 いことよ1お かたん しがおって、 しれれば、 もう会 うてん口もきかん。

Kお かたがおっても、好いた しがおれば会 って、そん しが良 くなれば、最初 んおかたん

しをうっせく捨てて 〉、そんおなごんしと一緒 になるわけ。そげなことも、よくあった。

0子 供が産 まれない ようにする方法はなかったんですか?

K1カ 月に3人 男が変わればな、子供は出来んで言われよった と。かわ りがわ りな。

*大 変な避妊法だが、それがまことしやかに言われるほど男性関係の豊富な女性 もいたこ

とがうかがえる。避妊法 については、水俣では 「妊娠 しやせ んじゃろうかて心配 して、あ

っち寝返 り、こっち寝返 りする。それで男の ものがめった に溜 まるもの じゃなか。一年 も

二年 もつ きお うた女子が何人 も居 るが、妊娠 した とい うのは一人 も居 らん じゃった な」

(森栗1995:59)と い う例がある。

K(も てる女性 は)そ りゃもう、手 も八丁口も八丁って人やろたい。

*「 それはばっばんのことですね」 と受 けると、おおいに笑った。

親が断った結婚話

K先 生 どんになあ、言われんけっどなあ、や っぱあた しん しとちこっような、や うんの

しになあ、何人っていや っけ どなあ、やっばつ とめを しよって、あったんけ どが、やっ

ぱぶ らっからださならんって、 よそっぶ らっか ら、 くれたな らん子やってなあ、あげん

げのせんせげなな、 もう、なんな言い よったげな、 もろっ くるいやっしごなって、 いい

やったげななあ、 もう、ぶ らっか らだ さならん、ぶ らっか らだす子やねえってなあ。 ま
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こち、ふっげなごっやったい、 きげなごっでなあ、 まこち、あた しなきげっていいって、

言ったたげどんなあ、 もう何人って、そげな しがおいやったなあ。そげんやったたっ ど。

<先 生 と名のつ く人 に言い寄 られたこともあったみたいだけ どやっぱ り、私ではな く、

親な どの身内の人に、何人か言 っていたみたいです。働いていて、そ ういうこ とがあ り

ました。やは り(親 は)部 落から出さないって、 よその部落に渡す ことので きない子で

すって、私に言 うまえに先回 りして、(言 い寄 って くる人に)そ う言 って断っていたみた

いです。先生 とかがね、 もう、何か言ってきてたみたいです よ。嫁 にほ しい人だと、言

って くれてたみたいです。で も(親 は)部 落か ら出 さないって、部落に渡すことので き

ない子だって言ったみたいでねえ。 出ることができな くてね。私は良かったんだけどね。

もう何人って、そういう人がいたみたいだねえ。そんな感 じだったよ。>

Kあ た しどんが じけっきい とや っが、せんせ くるっが、そんが良かったやっが。<私 が

直接 に聞いていた ら、そんな良い先生だったのなら、行 っていたのにって、その方が良

かったのに>

Kあ げんぶ らっにお って難儀 をすっよかなあ ・… 〈あんな部落 にいて大変 な思 いを

するよ りもねえ …>

Kこ げなちか とこい より、ちった良かたっだねえな。<こ んな近 いところに(嫁 に)行

くより、少 しは良かったん じゃないかなあ。 〉

最 初 の結婚

K結 婚式な、行った とこの、男んげえで した と。<結 婚式は、嫁 に行ったところの、男

の家で していたよ。>

Kふ っとか とんの、すっ とよ。 日にちが決まっちょっどが、行 くとこん、青年の しが、

待 っちょってな、水 ひっかけっとや。ほっでな、わが えんげえな、海岸のそばやった ど

んよ、かい ぐるっじ、畑ん どん通って、裏道 どん通 って、海岸 どん通って、裏 まわ りを

して行ったと。 ほって家に入 るやろうが、 しておる と、青年の しが来て、水 をかけるご

たったがって言 うとよ。ほって、そ ら、青年の しがお るとこな通 らん じゃって、来て座

っ とやっが。〈盛大 にやるの よ。 日にちが決まってるで しょ、通 る場所 に、青年達が待

ちか まえていて、水 をひっかけるのです。だか ら、私の家は海岸のそばだったか ら、逃

れるために、畑 を通って、裏道 を通って、海岸 を通 って、裏まわ りをして行ったのです。

そ して家 に入 っていると、待 っていた ら、青年達が来て、 「水 をかけるつ もりだったの

に1」 って言っていたのです よ。それで、そ ら、青年達がいるところは通 らないで来て、

座 っているわけで しょ。 〉
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*若 者たちに よる婚礼の行列の妨害は、若者組の強い地域で しば しば報告されている。

Kわ が まいで行 った とや なか … だが仲人や しい じゃっけ …?〈 自分の意志 で行

ったんじゃない よ … 誰が仲 人になったのかな …?>

Kう ん。そん とっがな、おばさんとこやった と。

Kん にゃあ、大姶良やねえ、わが部落や。

*亀 菊 さんの祖母の妹の孫 と結婚 した。つま り親 どうしがイ トコ。根 占の79歳 の女性 によ

ると、財産を他へや りた くないからイ トコ婚が多かったという。 この地域ではイ トコ概念

は広 く、親類一般 をさす こともある。森栗 茂一は 『聞書水俣の民衆史』(岡 本 ・松 崎編

1989-90)の 分析 か らヤ ウチの結婚が近代になって強め られたと しているので、根占で も

いつか らの慣習であるかは検討 を要する。

Kほ って、姉がおった と。上の姉がおって、2度 目どんあた しがたん子 よかん、姉が連

れ子を しよった と。ほってその子 にあとを継がせ う じ、2度 目どんあたい と子をばん、

出させ よった と。〈それで(そ の家には)、 姉がいました。上に姉がいて、2度 目となる

私の子供 よりも、姉が連れ子を していて、その子 にあ とを継がせ るために、2度 目の私

と子供 は、追い出されたのです。>

K最 初ん ときの子 どんな、5ヶ 月で、子 どんの病気で、け死 んだわけ。

K(出 されたのは)も う、その子がけ死んで、間もなくやったか もなあ。

*子 どもの死亡時期 について発言が食い違 う。子 どもが死 んでまもな く離婚 したというの

が事実 らしい。

K姉 の子にあ とをくるっ じ、親ん しないっ と田をなもっちょった じ、わい どんな唐芋や、

飲む もんも、ろ くにあたえんとやった じな。<姉 の子供 にあ とを継がせたいばっか りに、

親は田を少 しは持っていたか らね、私には唐芋 さえろ くに くれな くて、飲 むものでさえ

も、ろ くに与えなかったか らねえ。>

Kひ もじっさわすれがならん。畑 なださすときも、芋 も飲む もん も、ろっ じ与えやせん、

わすれが ならん。<ひ もじさをよ く憶 えています。畑仕事 に出す ときも、芋や飲み物 さ

えも、ろくにくれなかった、憶えているよ。 〉
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Kま っこち、そんとかあ、わすれんならん …<本 当に、その時のことは、忘れるこ

とがで きない …>

Kそ んあ とも、そいつ に5人 嫁がきたが、財産 なしめっ じ、みな追い出した とや。<そ

のあとも、その男には5人 の嫁が来たのだけど、財産 をひと り占めするために、みんな

追い出 したらしい よ。〉

*亀 菊 さんを追い出した後で取 った嫁 もヤ ウチか らだった。 しか し、財産を独 り占めす る

ために、ヤウチか らの嫁 でさえ追い出 したとい う事例であ る。

*出 戻った娘の子による相続 を選好 した点 も注 目に値す る。

婚外子を生む

K・ … いんやあ、フ ミオはあ とか らの子やっで。〈いいえ、フ ミオはあ とか ら出来

た子です。>

Kフ ミオんげん とっな、結婚な、せんやった。

Kフ ミオの親なあ … 鹿屋で、大工 どん しよったと。だまかされ、そ ら、行った。<

フ ミオの親は … 鹿屋で、大工 さんをしていたよ。騙 されて、ほら、行 ったの よ。>

K鹿 屋ん しは、(佐 多に)大 工 にきとってな。学校 を作 りにきとってな。あたいをもらう

ごとあってん …

K(自 分は)小 使い をしよったと。あいや って くれ、こいや って くれ と言われたら、そ

れを しよった と。頼 まれてな。学校作 りには、朝鮮 人の しも来 よってな、一度 はそん し

がわいに言い寄って、 日傘 を買 うてきた。 日傘 をやって、抱 くごとあっ と。 わいは 「い

らん」て言って、はねのけたと。 もう、あっちこっちかい、学校の先生 どん来たい、朝

鮮人の来たい …

K若 い頃はな … 着る もんもいろいろやって、頭 も、いろいろまげよったで。髪の毛

が多かったじ、ハイカラなまげやってみたい …

*若 い頃、亀菊さんはお洒落で、顔 もかわい く、男性 に人気があった。岩倉 さんによると、

「さばけていた」(頭 の回転がよかった)こ とも人気の理 由だったろうという。

*こ こでの事例は、女性か らの拒否 もあったことを示 している。ただ しけっこう力 つ くで

拒否する必要があった。
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Kそ ん しには、おかたが、おっとやっ じ。おかたがおって、知 っちった どんな。男ん し

が、ただの三 日で も、おまえと暮 らす ごたって、だましおってな。<そ の人には、妻

がいたんですよ。妻がいるって、知っていたんです けどね。その男は、三 日だけで もあ

なたと暮 らしたいって、うまい こと言ってだましてね。>

Kお 前 と、 日の三 日でん、暮 らすごたって。わが しょて として、 日の三 日で もて。<

お前 と、三 日でも良いか ら、暮 らしてみたいって。 自分の所帯 として、三 日で良いか ら

って。>

Kあ たしよ り、12歳 上よ。

K(親 ん しには)黙 って行 った。ほってそ ら、おかあ さんの妹んげが、垂水 にった じ、

そのおばさんに畑んとこで会って、行 くとこ じ言った ら、そんおばさんか ら知れて連れ

もどされた とや。〈それで、おかあさんの妹の家が、垂水 にあったで しょ、あのおばさ

んに行 きが けに畑で会 ったか ら、行 き先 を言ったら、そのおば さんか ら皆 に知れて連れ

戻 されたわけです よ。 〉

*妻 のいる男性 と知 りつつ関係を結ぶ。 「日の三 日でん」 とい うロマ ンティックな口説 き

文句 にほだ されて親 に黙 って家 を出た というあた り、恋愛は無かったという説への反証 と

言えないだろうか。後か らそれを 「だ まされた」 と表現 してはいるものの。

*相 手 は仕事場 を渡 り歩 く大工だったとい う。「わ しらみたいに女 をか まうもんは大方百

姓 を してお らん人間 じゃ。」 とい う宮本常一 の土佐源氏のせ りふ を裏付 け る事例(宮 本

1960=2004:144)。 後出の亀菊 さんの2番 目の夫 も土方(黒 鍬)だ った。

K私 には、そげな(一 緒に暮 らす ような)気 はなかった。向 こうにおかたがおることな、

知っとった じな。

0で も、子供がで きたんです よね。それを知った とき、向こうのおかたは怒 りました?

Kど うやっかね、知っとったか。知 らん とやなか。

0子 供 をおかたにやろうとは思わなかったですか?

Kん にゃ。 自分で育てかた。

K五 つ ぐらいの ときなあ、五つ ぐれん ときまで一緒に暮 らしよったが なあ。ほって、あ

た しは根 占せ え行 ったやっ じ。ほって、あた しんせ えお母 さん、おばあちゃんになるが

な、そいが育てて くいやったわけ。子 どんがなあ、我が家ん下 に川が あっ じや、そん川

んとこで、あたいお母 さんが ところに行 きたい よって。ほって遠いや うち 〈親戚〉ん し

が、 まっこち可哀想や って、言 いよったんです よ。子 どんが海老 どんつか まえなが ら、
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お母 さんの ところに行 くごとあ るって、独 り言 をいいよった じ。

0根 占に連れて行こうとは思い ませんで したか?

K連 れて行 ったっち … 喰 うもん もね え、家 も腐 れ家、雨漏 りもする し、電気 もね。

我が実家 は、屋根 もあっじ、喰 うもんもあっが。

*亀 菊さんの実家では弟たちが皆 はしかで亡 くなったため、娘の生んだ婚外子 を跡取 りに

した。

0フ ミオさんは、その大工 をしていたお父 さんには、会ったことがあるんですか?

K知 らんど。おっかたどんがおった じや、お っかた どんは知 らん ど。

0お 父さんのほ うも、知 らなかったんですか?

K知 っとったぞ。

Bフ ミオさんが産 まれた と知った ときは、何 もなかった とな?

K何 もねえ。

0フ ミオさんは、お父さんに会いたいって言い ませんで したか?

Kん にゃ。

Bフ ミオな、自分の父親が誰 とか、 どうやって産まれたとか、知 っとったとな?

Kん にゃあ、何 も知 らね。

0そ の ころは、そ うやって産 まれて育つひとが多 かったのですか?

Kう ん。あっちこっちおったと、そういうしは。

*根 占の79歳 の女性に よると、「あの人とあの人は本当はきょうだい」 とい う噂は多かっ

た。

お産

K:今 んごと、産婆 さんにゃお らせん。あそこんげえ婆 さんな呼んで こいて言って、わが

えで。<い いえ、今の ように、産婆 さんなんていない よ。あそこの婆 さん呼んで きて と

言って、自分の家で産んでいた よ。>

Kあ っこんげ人が、 よか風 にすい とや って、頼んこいって言 って … 今ん ごと、産婆

さん とな呼ばん。<あ そこの家の人が、上手だか ら、頼んでこいって言 って … 。今

のように、産婆 さん とは呼 ばない よ。〉
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K(産 婆役へのお礼 は)み もんで しよった とやっが。<穀 物で していたよ。>

K(お 産は)わ がえん、実家で したと。

K(部 屋 は)コ ダよ。おなごん しが、着替えどんすっとこたい。

土方仕事と男たちとの出会い

Kも うあん、 どかっげ、ふ っとか ろっぴゃっげ、せめんだる、男ん しんど ・…<も

う、土方仕事で も、本当に重たい、セメン トなど使 う仕事 も、男の人の ように …>

Kか たげっ、かたげっ。 〈かついで>

Kも う、男 ん しっどん、 さっさっさって、 こん くっ切ったい、 なあ。〈 もう、男の人の

ように、さっさっさって、コンクリー トを切った り、ね。>

K監 督 にきとらしち ょんなあ、あた しどんが きち ょっとこい、監督にきち ょらいなあ、

どこやったげな、や どん してん …<監 督 に来ていた人がいたで しょ、私たちがいた

所に、監督に来ていた人、その ときどこでだったか、泊 まっていて …>

Kほ っておるわいな、 ほんの もって こっち来い ばってな、取 っていで っちゆ うでな。

〈そうやっている ときに、(監 督が)本 を持ってこっちに来い と言ってね、取 ってこいっ

ていうからね。>

Kほ ってきち ょらっしか、あた しどんな下のほうにおるとんど、監督で きちょらしたあ、

上んほうの畑 におってなあ、てまね くん、 目を くるっじや。〈そうやって来ているのに、

私たちは下のほ うで働いているのに、監督で来ている人は上のほ うの畑にいて、手招 き

をしなが ら見ているの。>

Kあ たい山てんひっ くむっがそ ら。わたっなんかお まえどみめっ くるっが じ、 目もや ら

ん じ。〈私を山のほうに引っ張 り込んで(悪 さをしようとしていたんで しょう)。 だか ら

私はお まえらなんか興味ない と、 ちらりとも見ずに、相手にしなかった。>

Kま こち、なあ。〈 まった く … ねえ。 〉

*佐 多に延 びる国道の敷設工事の ときのこと。県から派遣 されて きている現場監督が、今

ならセクシュアル ・ハ ラスメン トにあたる行為を した。亀菊 さんはここで も拒絶 した。理

由を尋ねると、身分が違いす ぎるか ら、 と答えた。

*恋 のために もレイプのためにも山に引 き込むのが常套手段 だった。 山仕事のついでに、

という事例 も出て くる。
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Aほ いで何で、畠中の じい さんと、縁があったと?じ いちゃんと。

K一 緒んとこで仕事 しよった じや、そんで、見込 まれて。

Kほ いでほら、みつ くろっじ、であうためにはでなあ、 もいってんがったい、あたいを

もろごたっ じゃでい、 まっこち ・・…<そ れでほ ら、 目をつけたんで しょ、一緒 に

なるためには、 もうどうして も、わた しをモノにしようと、 まった く ・… 〉.

K嫌 やった どんよ、男が もう、聞かんわけ。 もろごっとあってよお。

Kほ っで、わがいがなにもんもせが ならんて、言いがせんでおってな。<そ れで、 自分

の家には何 もない とかは、言わないでいてね。>

K直 吉 には、あったらしい しやく もったいない人だ〉って、言われよった ど。あたいな。

K(直 吉 との出会い)あ あ … あげな … なん じゃもとんち さん となあ。<あ ん

な … 何が良かったんだろうねえ。>

Kど こが良かったな ・…

Kほ てもそら、 してもせんやったとやが、 どうしてあたい こなあ … 〈それにしても、

(結婚)し なくて も良かっただろうに、 どうして私 と …>

Aほ って、 どっちか ら、嫁 さんに くいやいって、言ったとな。 じあんが言 うた と?ば っ

ばんが、 もろっ くいや んって言 うたと?〈 それで、 どっちか ら、嫁 さんに くれって言っ

たの。お じい さんが言ったの?お ばあちゃんが、 もらって くださいって言ったの?>

Kそ げっ言 いやん な、 まっ こち ・… 〈そんな こと言 うわけない じゃない。 まった

く … 〉

*2回 目の結婚相手直吉 さん とも土方仕事で出会った。直吉さんも現場監督を していた。

籍 を入れたのは同居を始めた時点ではなく数年後。直吉 さんは今か ら30年 ほど前 に69歳 で

亡 くなった。

畠中の家

Kわ れわれ、よそかたん、いい もんしや ったでい、お父さんがかごんま伊集院、お母 さ

んな、か ごんまって言 うどん …<(お じい さんのお父 さんとお母さんは)外 からき

た人だったんですよ。お父さんは鹿児島の伊集院、お母 さんも、鹿児島だけど ・・>

Kそ ってお父 さんな、こちゅうの、おす う引 っ張 ってこちゅうん、根 占に、山か ら木を

引いては らん、あ りきしょいや った じ。<そ してお父さんは、おおきな雄牛 を引っ張 っ

て、根 占で、山から木 を引 っ張 って くる仕事 をしていました。〉
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Kほ っで もう、 ここん きた しな、 あん どん火 で、 あん どん火 で、電気 もの う、ゆ る

いの火で火 を焚 くかたん、この瓦のつめんひんやって、ほてむかっな 「あか し」ってい

いよったげな、あれで … 〈それで もう、この人の家にきてみた ら、あんどんで、電

気 もな く、囲炉 裏の火で火を焚 くところで、瓦のうえでこの ように詰め物 をつ くって、

昔は 「あかし」って言ってたかな、あれで ・…>

K油 をが、いっこが5銭 なする油 をなごっがならっ じ、あか しの火で。来たとっか、な

ん じゃ喰 うもん もね っで、 ようやっ と唐芋 をこうてきたあ、 とうばっか。 ほってあたい

がかって しごんな貰いにいったとかい、米 なんなもろうて きて。いっももらってきたど

っでや。そげな暮 らしをしよった と。〈油 を、1合 が5銭 の油 さえ買 うことがで きな く

て、あか しの火で。私が嫁 に来た ときは、何 も食べ るものがな くて、ようや く買って き

たサッマ イモが、10個 だけ とか。それで、私が外に仕事を貰いにいった時 とかは、米な

どももらって きてた。 よくもらえたか らね。そんな暮 らしだったよ。>

Kあ いげよそんしない、田もねで、家 なん ども、ふんなか、かやん家ん、台風 がすれば

屋根 うつとか して、人かいわ らなんぞもろてきて、わ らをもろたい、むっが らをもろた

い して。そげな家やんなもんなあ、雨がふ っとかあ、雨が もったい してい、着物の布で

ふせ をしたい、オケをもったい しよったやが。 も、ねっとこ もねっと。雨がふれば、台

風 なすれば。<あ んなよそから来た人だ と、田も持 っていな くて、家 も、 どうしようも

ないような、かやぶ きの家で、台風が来れば屋根の(一 部が)な くなって しまった りし

て、人か らわ らな どをもらって、わらや麦が らをもらった りして。そんな家だったか ら、

雨が降った ときには、雨が もった りして、着物の布でふせ をした り、 オケを持ってきた

りしていたんです よ。 もう、寝 るところもないんです。雨が降った り、台風が きた りす

ると。>

K(実 家 は)も う、何でん(あ る)。 も、行った とっが な、米 どん さん じょごついもろた

い、1俵 どん もろたこともあった、佐多 どんな良かったい。<も う何 でも。 もう、帰っ

て きた ときは、米をた くさん もらって、1俵 もらったこともあった よ、佐多のほ うは良

かったよ。 〉

*夫 の両親は村外か ら入 って きた ヨソモノなので、土地が無 く、貧乏だった。それに比べ

て実家 はよかった。

K家 は 、 え っ と …

っ とった で なあ ・ ・

(舅姑 と自分達夫婦 のほか)ハ ルと、ッルと。 ッルは紡績 んど行
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Kほ っ で ツ ル は、 目 をつ ぶ っ しなあ、 目が つ ぶ れ っ、干 上 が って、 腐 れ っ じなあ 。<そ

れ で ツル は、 目を悪 く して、 目が 悪 くて、干 上 が って、腐 れ てい た よ。 〉

*同 居世帯員 は6人 。ハルとツルは小姑。舅は:二次郎。

姑の連れ子

Kお 母 さんなといでなあ、そっでその、 となっの人 とおっかたおん してん、腹ふ とんな

ってん … 〈お母 さんは、それでその、(結 婚前 に)隣 の人 と仲良 くなってやることや

って、腹が大 きくなってしまい …>

Kか ごっまおっがな らん じ、ほってやまもっち、ばあ さんのおいやっじ。そのばあ さん

ど頼って、きやったと。

Kほ っでそ ら、ばあさんとこん頼って産んだやろが、 よそのっとはぜ って出来た子 をば。

ほってそん子 を産んで、山か らもどっ くればそん子が泣 くや ろが、そ ん泣 きよっ子を、

「こん腐 れがっが1」 って言 って蹴 りよった と。〈それでほら、(姑 が)人 を頼って きて

そこで産 んだで しょ、 よその人 との間にで きた子供 を。そうしてその子 を産 んだのだけ

ど、山か ら帰って くれば、その子 は泣 いているの よね。そうしたらその泣いている子を

「この腐れガキが1」 って、蹴 っていたの よ。>

Kそ 、二次郎 じいが。 ほって、親んしも、や うんの しも見 に くいやっ どかい、 また吉野

に連れ もどっど、って。連れもどっていったかい、ほら、鹿児島せい。<そ う、二次郎

じいさんが。それで、親か、親戚の人がそれを聞いたので しょうか、(そ の子供を)吉 野

に連れて帰るって言ったの。連れて帰ったんです、鹿児島のほうに。>

Kは い、 はい。連れ子 やっが。鹿児島でふ となって、や うの しも、 いったいきたい、

しよったがな。〈鹿児島で成長 して、親戚の人 も、行 った り来た りしていたよ。 〉

*1世 代前の男女関係。夫の母親は、未婚で子を孕んだため鹿児島にいられなくな り、根

占の親類を頼ってきて、そこで山仕事 をしている二次郎 と結婚 した。 しか し二次郎が連れ

子 を虐待するので、子 どもは鹿児島の親元か親戚が育てることとなった。 「生 まれた子供

はいつの間にかムラの どこかで … 育て られていた」 と赤松啓介が片付 ける背後 には、

この ような事情 もあった。
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農業

K(結 婚 してか らは)農 業。 よそげん しっかせい、もろっ くいやった。〈農業。 よその

人の家に加勢に行って、(お 金 を)も らうこともあった。>

K(家 で作ったのは)米 、芋、粟、はだか麦 ・… 大麦、小麦、はだか麦って。

Kわ げえ(で 食べ た)… 米 どんなほ ら、あま り、喰わせ よらんやったでや。わげ じ

ゃ。上納すっど。米 どんな、3月5月 のいわいごんに、あげよったじや、わげ じゃ、 く

わなんぞ。 しょうがっぐれえじゃ。〈自分の家で。 … 米なんかは、ほら、あまり食

べさせて貰 えなかったよ。 自分の家では。上納するんです。米 は。あとは、3月 とか5

月の祝 い事の ときに。 自分の家 じゃ、食べる ことがで きなかった よ。正月 ぐらいだっ

た。>

Kな い な、 よそかい うって きちい、田をんす っどっがん、 ここん下ん田 うっをすっ ど

かん、 まっこち、 うっ どせん どんかん、せ っがあが らどんって、言い よったでや。〈

(旦那の親が)よ そか ら来た人だったか ら、田(稲 作)を しようにも、 ここの下の田でや

っていたんですけ ど、本当に、牛で も売 らない と、 田を しようにも、売 り上げがあが ら

な くて出来ないんです。>

Kそ って、 うっの1匹 売 っちゃあ、そいの残 りで、ふたせ こう、みっせ こう して。<そ

れで、牛 を1匹 売 っては、その残 りで、(田 を)2畝 買い、3畝 買いして>

Kな んの仕事 どん しよってん、 ひとんしんかたん、男んしとおない。 もっかたもやっぱ

い、男 んしにかわ らんご と、 しよったい。〈 … どんな仕事 をしていても、人 に雇わ

れてす る仕事だか ら、男の人と同じように働いていたよ。持 ち運びする仕事 もやっぱり、

男の人と同 じように、やっていたよ。>

K(農 業でも)も う、同 じような仕事やったい。

K男 ん しのす っ しごっも、おなごんしのすっ しごっ も、やっぱひとつん しごっつ。<男

の人がする仕事 も、女の人がする仕事 も、や っぱ り一つの仕事です。〉

*土 地が無いので小作 とさまざまな賃仕事 を して生計を立てた。夫は結婚後 も、農業 と牛

の飼育のほか、道路工事の土方の監督 を続 け、あちこちの現場に出かけていった。亀菊 さ

んも土方に出ることもあった。そのかたわ ら、牛 を育てては売って、少 しずつ田を購入 し

ていった。

*男 女の仕事の違いはないと言 う。牛 を使 う田す きは主に男の仕事だったが、後述のよう

に亀菊 さんはそれ もした。
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縫い物

Kも 、ほかどん、ないでちって まして どん、ない もで きっで なあ。〈他の ことも、何で

もやっていたから、何でも出来るんです。>

Kい しょが破 れい、ふせ どしよったい、(姑 は)そ げなこともしがな らい … 〈服が破

れた らふせ をす るんだけど、それもしなかった …>

Kほ っで、ばばっが ばあさんどたんを、ふせ をしよっやっで。そっであたっが、なん じ

ゃ しっがな らん と思 ったどんなあ ・…<だ か ら私がばあ さん(姑)の 服の、ふせ を

してあげました。それで も、私が、何 もできない と思ったみたいで ・…>

Kこ ころみっ、やったとでや。<試 してみ よう、ってことだったみたいよ。>

Kほ っで よ、男 ん しの、あわせ と羽織 となせって。 ばっばな、ふせ もせ い よう じゃっ

て。<そ れでね、男物のあわせ と羽織を縫え、 と。 自分はふせ も出来ない くせに。>

Kこ ころみ っなあ、 きもん縫 えって、持 って きこいや ったで、あわせ も縫い上げっ、羽

織 も縫い上げっ、 したと。で、ひがっ店ん、ほら今ふ っとかん、店んい っち2階 に上が

ってな。 も、ひがっ店んたんもん しよっがやっで、8日 ばっかい、縫 うたい、 きもんの

作 ったい …<試 しにね、着物 を縫えって、持って きて言 うんです よ。だか ら、あわ

せ も縫い上げて、羽織 も縫 い上げてみせたんです。そ したら今度 は、東呉服店、今 は大

きくなった、 あの店の2階 に上が って。その東呉服店で反物の仕事 があって、8日 間 ぐ

らい、縫い物 を した り、着物 を作 った りして ・…>

Kき もんの縫 うたっが無 いときは、 もの もらいにいったい、 きもんのすんが もう、 よ一

ったい しよったと。<着 物 を縫 う仕事が無いときは、別の仕事 をもらいに行 った り、着

物が済めば次 と、よ くや りました。>

Kせ がん、ふ っとか家たてっまっどがん、機械 でせんやっ じ、手ばっか どんがん。<あ

の、大 きな家 を建 てる前は、機械で縫 うのではなく、手縫いばっか りだった。 〉

*姑 の嫁い じめをみごとにはねかえ した。嫁い じめは他に もあったが省略する。

*根 占の街の真ん中にある東呉服店で縫 い物を した。それほどの腕前 をどこで身につ けた

のか と尋ねると、「なろ よっか、慣れ」(習 うよりも慣れろ)と い う話になった。

ご飯をもす

Kも う、 ひいてん、百年ばっかいどかん、あっが。ふっかげっがかいでなあ、あのふっ
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とか家 も出来たでなあ。 ご飯を もす ・・ご飯の もいかたも、 もう一人で。 ひろちゃんが

結婚 しいかたっ も、250人 分 、ご飯 を我がいで、熱 くいれ、いれたんをばせ えか しょへ

運んで、 もう一人で、みた っとんが。 もう、田島どんのぞいっとどんも。 もう、良かこ

とがあってん、つ くい どんは、一人で しよった と。セイロどん、大 きいセイロ どん もっ

きてなあ、 しよったと。〈 もう、少な くて も、百年 ぐらいになるのか な、あの店(東 呉

服店)は 。2ヶ 月がか りで、あの大 きな家 も出来たか らね え。 … ご飯 を盛るの も、

一人でやってましたよ。 ひろちゃんの結婚式 も、250人 分、ご飯 を自分の家でつ くって、

熱い まま入れて、入れた食べ物 を祭 りの場所 に運 んで、本当に一人でやっていたんです

よ。あ と、 田島さんの家の葬式の ときも。 もう、良いことがあっても何 で も、料理 は、

私一人で していたんです。大 きなセイロをもって きて、料理 してたんです。〉

*岩 倉キチ子 さんによれば、昔 はご飯を もす(守 す)と いうのは一番責任ある仕事だった。

だから一番信頼のあ る人に任す し、人が聞けば 「ご飯の もっ どしやんせ」(ご 飯 を炊 く'係

を して らしたのですか、すごいですね)と 感心するような役割だった とい う。亀菊 さんは

集落内での葬式や祝い事、大 きな家(ぶ げん しゃどん)の 祝い事 などを全部仕切 ってや っ

てきた。

夫の女性関係

K(直 吉 との結婚は)2度 や っが … あっちにおなごをつ くい、 こっちにお なごをつ

くい …

Kも う、仕事 げ行っち ょったんび、 どこそ こ … 。女が柴 をかっち ょれば、そこ後追

って、女が柴を刈ったとこいかたげて、ふた りです もといよったとく相撲 を取 った=セ

ックスをした〉。

Bそ いえばよお、 じあんは よお、 どっか山本のほ うに も、 よかおなごがおって よお、ば

っばんが、そげんかたらせんや ったけ?<そ ういえば、お じいちゃんは、どこか山本の

ほうにも、いい人がいたんで しょ、おばあちゃんが、そんなこと言 ってなかった?>

K丸 峯 にな、 シズって言 った とがいよ、 ・… わげって、下ん子 をば産んで、ふたっ

おってなあ、 もうそけいった ぎい、8日 ばっか戻 ってこんやったと。<(町 内の集落の)

丸峯 に、シズ と言 う人だったか、 ・… 若 くして下の子 を産んで、ふた り子供がいた

かな、(直 吉が)も うその人の ところにい ってしまって、8日 ぐらい戻ってこなかったの

よ。 〉
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K8日 ばっか泊まっじ、戻 って こん じ、もそ ら、朝 と晩なお なごげえで喰って、昼の弁

当なそ ら、 きよたかが行 きよったろうが、 しに弁当を持たせ っやって、 ほっておれが入

れたんば また もっていたい、また空弁当なもっきたい、昼のぶんなわいが したい、朝晩

.なむこの しが しっかたい、8日 ばっか戻 ってこんやった ど。 も、そんとかあ、あっして、

佐多せ え戻 らん じゃったうかい って、思うかたあ。 まっこち、8日 も戻 ってこんどじ。

<8日 間 ぐらい泊 まっていて、戻 って こな くて、 もう、朝 と晩 はその女 の家で食べて、

昼の弁当はほら、 きよたかが(同 じ現場に)行 っていたで しょ、彼 に(夫 のぶんの)弁

当を持たせて、そうやって私がつ くったのを持 っていって、空 になった弁当をまた こち

らにやるの よ。昼のぶんは私がつ くって、朝晩はむこうの人がつ くって、8日 ぐらい戻

って こなかった。 もう、その時どうして私、佐多 に戻 ってしまわなかったのかって、思

うの よ。本当に、8日 も戻って こなかったのに。〉

*亀 菊 さんがまだ籍 を入れて もらっていない頃のことだった。 このときになぜ実家 に戻 ら

なかったのか と悔やみ、「まっこち、 この腐れ頭が」 と繰 り返す。

Kも う、45年 い っしょんお ったが、 タオルんひとつ、いつ どももらわん じゃった。〈45

年いっ しょにいたけど、 タオルのひとつ も、1度 ももらったことないよ。>

Kあ あ、 自分でこうた。<あ あ、自分で買ったの よ。>

Kま いむねん しんに ゃの、 きもんをこっ くりたい、反物 をこっ くりたい、 しよった と

やっで。<愛 人には、着物 を買ってあげた り、着物 を買ってあげた り、 していたのよ>

Kほ っでいっどはなあ、もそんかたあ茶碗皿 を買った'い、 もらった りしよった どかんな、

そんころか らあ、いびれんかたん店があったろうがな、わっが うんっ と、 こげなちんけ

かた ん、 うすい茶碗 な使 い よったが な、 まいむれ ん しに ゃ、立派 な どん こうてやっ

て …<そ れで一度はね、ほ ら茶碗皿って買った りもらった りするで しょう、その

ころ、伊比礼 さんの ところに店があ ったで しょ、私はとて も小 さくてみすぼ らしい吸い

物茶碗 を使 っていたのだけど、 さっきの愛人には良いもの を買 ってあげて …>

Kほ ってほら、みなの しが言い よったうがい、 どこそ こん しがって、わっど良かたっが

って、ほった ら、 ノブけとん しやって、直吉が こっ くりやい って。そんで、その晩 なも

う、 山い もん掘 ってなあ。〈それで ほら、みんなが言 うで しょ、 どこの人だろ うって、

そんな良いものを買っているけどって、そ したら、ノブさんとこの人だって、直吉が買

ってあげていたって。そんで、その晩はもう、山芋を掘ってね=ケ ンカをしてね。>

Kほ っでや、おめん とこん しが こっ くれっやって、ノブが言いよっでや、ほんでおいが、
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こんだあ店んな行 って、 ないなこうてやったなって。おい もほら、つい もん じなあ。ほ

っでいびれの店に行 って聞いてなあ、せやった ら、 これや ったどって、いびれん店のお

いさんが言 うやっが。<そ れでね、あなたの家の人が買 って くれたって、ノブが言 うか

ら、それで私が、今度は店に行 って、どれを買って行ったのかって聞いたの よ。私 もほ

ら、気が強いか らね。それで伊比礼 さんの店 に行って聞いてみた ら、そ うした ら、 これ

だよって、伊比礼の店のお じさんが言 うのよ。>

Bば っばん、 じあんの彼女の、ノブさんな、 どげな人やったな?き れな しか?

Kそ げな、 きれっ もなかった。<そ んなに、 きれいで もなか ったよ。>

Aあ あ、やっぱ怒ってる。

Kま さこげん上ん、 こまか家 をつ くって、おったとやっが。<ま さこの家の上のあた り

に、小 さな家を構 えていたよ。>

Bば っばん、ノブさんな、独身やったと、未亡人やった と?

K未 亡人で人ん子 を産ん じょって、こんころあ、 じあんな、 はたっどんこっ くりたい、

ズボ ンのこっ くりたい ・… 〈未亡人で人の子供を産んでいた よ。その ころは、お じ

いちゃんは、畑 を買ってあげた り、ズボ ンを買ってあげた り ・…>

Kほ いで聞いて きよった とっが、ほい よった とやい。<そ うやって(ど こかで)聞 いて

くるたびに、けんか していた よ。>

Kま っこち、45年 いっ しょにおったっが、おいなタオルのひとつこちい、こっもらって

ね どって。<ま った く、45年 もいっしょにいたのに、私はタオルのひ とつ も買 って もら

っていないって。 〉

*相 手は後家。後家になった後 も複数の男性 と関係 をもって、子供 を産んだ りしている。

後家についての赤松や宮本の記録 と一致する。「自分の子を産んだわけで もないのにいろ

いろ買ってやる」直吉 さんの人の好さに呆れる と亀菊 さんは言うが、や さしい人だったか

らなあ、 と岩倉 さんは述懐する。

実家に戻る

Bほ っでよお、佐多 どん荷物 もってよお、 ひん戻ったことがあ っとじゃなかったけ?<

佐多まで荷物 もって、帰って しまったこともあるんで しょ?>

Kあ あ、ひん戻 ったい。<あ あ、帰 ったよ。>

K12月25日 になあ、親 どんの墓石 たてをす っが、 くっがな らん じ、あ くる日いったっが
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なあ、ほっで一晩泊まって27日 に もどっきたん、ほったい、餅 つっどしよったが、 もっ

どおわった じおっとった ら、サバ ん弱ったとん じ、 こんでカマボコをしいて言い よっや

っが。わいがお らんまに、 こうたっやっが。サバ なんだ まるまらん じ、弱っとんどなあ、

どしたっちでけんて、サバ なんじゃ じ、弱っ とやっ じ、カマボコはで きんて、おいが言

ったとや。ほったら、ばけんなかん水ぜ んぶ、 びんたかい、おいにひっかけたでや。〈

12月25日 に、私の親が墓石を建てるので来て くれ といったけど、行けな くて、次の 日に

いって、1晩 泊まって27日 に戻 って きたんです。それで(戻 ってす ぐ)餅 つ きを手伝 っ

て、餅つ きが終わってほっとしていると、サバの弱った ものを(差 し出 して)、 これでカ

マボコを作れ というんです。私がいない間に、買 ったんで しょうね。で もサバ なんてま

とまらない し、 しか も腐っているので、どうしても作れないって言ったんです。サバで、・

ましてや腐 っていて、 これ じゃカマボコはできないって、私が言ったんです。そ したら、

バケツの中の水をぜんぶ、頭から、私にひっかけたんです。>

K直 吉が。親がこっくるっが、いい ごと言 うで、そって12月27日 とい うさみ とっに、水

がひっかけたろや っが。 もう、こげなとこい、おいがないか ・・<直 吉が。「親が買った

ものに文句 をいうな1」 といって。それで、12月27日 とい う寒い ときに、水をひっかけ

たのです。 もう、 こんなところ、いてたまるかって思 って ・・…>

Kほ っで、風呂敷 もって、さみ頃や ったがなあ、着物ん2、3枚 もって、 もそん頃あ、

車 もお らんたっでや、歩んで、歩んで、ほって佐多へ、 もうあげなとしこかえっしない

って。<そ れで、風呂敷 に、寒いころだったけ ど、着物 を2、3枚 だけ入れて、その当

時は車 もいないから、歩いて、歩いて、それで佐多まで帰って、 もうあんなところに戻

らないそと。>

K:も う、びんたかい、ひっかけやがった じや。<も う、頭か ら、ひっかけやがったか ら

ね。>

K(佐 多 までは)5里 どんかなあ … 歩んで風 呂敷持 って。

Kほ った ら、かかあ どんげが、患いをしよったげな、病 をな、ほっで な、 ツル もハルも

.子どんなお ってか らん じやろが、戻 らん じゃらい、 もう、 うって入れ替い差 し替い、 な

ごどした しも来 きたい、下んたけ きちんお じさんも来たい、 も、何度か連れかいやんと

したけ ど、戻 らんて言 うたと。<そ した ら、姑が、(病 気を)患 ったといって、病 を、そ

れで、子供 のツルもハ ルも(嫁 に)行 って しまっていていなくて、(お 前が)戻 って こい

と、入れ替わ り立ち替わ り、仲人を した人が来て、下のたけきちのお じさん も来て、連

れて帰 ろうとするのだけ ど、(私 は)戻 らないって言ったんです。>

Kえ 一、何 日 ぐらいおったとかいなあ ・・…
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K(戻 ったのは)え 一、3月 やった どかいなあ。 もう、佐多ぜ い行ったかい、戻 らない

しが、おなごん しが、50銭 がけん、 もやいが、はじまっちょったでなあ。 も、晩にゃあ、

友達げえ、わ らんこな、わらんこなあ打って、わ らを人数分 うってなあ、友達んげ泊ま

って、縄が2と8銭 したや っじや、めいばん、友達んかたん泊まってなあ、縄 をうっか

たん。こげなとも始めち ょったで、戻 らんって。 〈(戻 ったのは)3月 ぐらいだった

かなあ。 もう佐多 まで行 った し、戻 る気はなかった。女のひ とが、50銭 がけの、 もやい

を、始めていたんです よ。夜 には、友達の家 に集まって、わ らを、 わらを打って、わ ら

を人数分打 って、友達の家に泊 まって、縄が28銭 だったのです よ、毎 日、友達 の家に泊

まって、縄 をつ くっていた。そんなことも始めていたので、 もう戻 らない、 と言ってい

たんです。〉

戦争の頃

K男 んしがみんな兵隊いって しもお らんか ったろうが、おなごん しがなあ、たすっのコ

ンクールにいか っな らんて、 くわあかっ さげい、お弁当なかっさげい、広いたんぼで、

おなごん しが田すっど しいせいやったん。<男 の人はみんな兵隊 に行っていなかったで

しょう、 だか ら女の人が、 田す きの コンクールに行かな くてはいけな くて、 くわを持っ

て、お弁当を持って、広 い田んぼで、女の人が田す きを しなくてはな らなかったのです

よ。>

Kお なごんしが、1番 や った。〈女なのに1番 だった。 〉

*戦 争中は男がいないので、ふだんは男 のする田す きの仕事を女性や老人たちがするコン

クールを して、銃後の農家の志気 を鼓舞 した。 田す きは牛 を使 う。亀菊さんは実家で牛 を

使 うのに慣れていたので、女性なのに1番 になった。

Kそ いでなあ、ぶ らっの婦人会がまいあっ、旗 をかか げっなあ、ばばあ もまいあっ旗 を

かかげっなあ、 まいっ とったで。婦人会の旗かかげっなあ、まいあっまいっ とったで。

「今 日はどこ部落の しが行 く」でえ、見送 りでえ、「どこの部落が行っで」 し見送 りでな

あ ・… 〈それでですね、部落の婦人会が毎朝、旗 をかかげてですね、私 も毎朝旗を

かかげて、行 っていたのです よ。婦入会の旗を持って、毎 日行っていたのですよ。 「今 日

はどこ部落の人が行 く」か らということで、見送 りに行 って、「どこ部落が行 くそ」 と言

っては、見送 りでなあ ・… 〉
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K水 害 といっ しょんといや っでや、昭和12、3年 … 上ん山が くずえって きせい、水

害が きてい、その とっもなあ、婦人会でなあ、 きもんの きがっどん もったってなあ、男

ん し、お なごん し、ってばばん とこもって きやっ じ、みんなんとこが何 人かってきやっ

じ、 きもっが きたしもなあ、男ん し、おなごん し、 ってわけっなあ ・… 〈水 害が

あった ときと同 じぐらいの時期だったです、昭和12、3年 … 上の山が崩れて、水害

が きて、その ときも、婦人会で、着物の着替 えを持っていった り、男の人や女の人が私

のところにきたので、みんなの ところには何人いるのか と聞いた り、着物 を届けたひ と

にも、これが男の人、 これが女の人、 と分けてやって … 〉

*亀 菊 さんが婦人会の副会長を していた頃、水害があって、救援物資の分配の差配などを

して大変だった。戦争 中は毎朝出征兵士の見送 りを した。「難儀 を した となあ」 とい う文

脈で繰 り返 し語 られる話。

妾になった後家

Bほ って よう、そこん上 んとこんよお、家 をつ くろいやった、 なん とか さんておって よ

お、Pさ ん、女ん しおいやったな?ど こん しや ったけ?<そ してね、そ この上のところ

にね、家 を造った、なんとか さんって人がいた よね、Pさ ん、女の人が いた よね?ど

この人だったっけ7>

K佐 多んコオ リじゃ。そってそこんしの旦那んしが早 う死んで、来ち ょつて、未亡人な

っち ょって、ほってPん しんとこにきち ょったやっぞ。お まっばや。<佐 多のコオリ

とい う所の人です。そしてその人の旦那 さんが早 く死んで、(こ っちに)来 て、(そ の時)

未亡人 になっていて、それでPさ んの ところに来ていたんです。 オマツバ とかいってい

たかな。>

Bほ って、 こめんけ家 をつ くいやん ど?〈 そ して、小 さい家 をつ くってや ったんだ よ

ね?>

Kも ひ とい な、 もひとい、Pど んのあ と、ふ もとん とこい旦那(Q)が 、 きとったで

や。〈もう一人ね、 もう一人は、Pさ んの他 に、麓のとこに住む旦那(Q)が 、来ていた

みたいだ よ。>

Kき よった とやっが、 こっき来て3日 目にけ死んで、そのあ とをPど んが、 とらなった

わけ。<来 ていたんだけ ど、 ここへ来て3日 目に死んで、そのあ とをPさ んが、頂 くこ

とになったわけ。 〉
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Kあ あ、いっばんめん旦那にゃ、3日 でけ死んだ。長いこと行った り来たい しよったど

がな、 こけきて3日 でけ死んだ。<あ あ、一番 目の旦那 は、3日 で死んだよ。長いこと

往 き来はあったみたいだけど、 ここに来て3日 で死 んだ。>

Kか け きよったやが、帰って3日 して もおいでや らんが、て ことやっが。<通 って きて

いたんだけど、帰って3日 して も来な くて、ってことで しょう。>

K明 日あおかいって、かたいようこて、車庫ん とこんふた りお うて、おねいっさ行って、

坂茶屋んへんで、 ご馳走 どん喰って、良か芝居 どんして ・… 〈明 日会お うって、話

し合 って、車庫 のところでふた りであ って、大根 占まで行って、坂茶屋 などで、 ご馳走

をたべるなど、男女の交際をして …>

Kひ っぱっかい よ、Pど んも歳 とってかい、晩なあそんならんわ。<昼 だけよ、Pさ ん も

歳 とってか らは、夜 まで遊べない し。>

K(家 は)銀 杏の木があるとこやでや。銀杏 に隠れてい、見 よったでや。石垣ん上ん と

こん ・…Pん が来 るんやんだ、み うったっ じ。<銀 杏 の木がある とこだったか ら。

銀杏の木に隠れて、見ていたか ら。石垣 の上の ところの ・…Pさ んが来る とこっう

が、みえていたよ。>

Kも 、前ん日きて、 ここで語 りよっげな、明 日何時にす って。〈 もう、前 日にきて、 こ

こで話合 っていたか らね、明 日何時にするかって。>

K:ほ って車庫ん とこで別れるときも、晩のおかずのおてっけもろきいやった ど。

Kも う独 りになってか らやい、Qん だんなも、何歳やったげなあ … おっさんのけ死

んでか ら、2、3年 してかいや った どい。 おなっばどい、けいかけや った もんねえ。

〈もう独 りになってか らだか ら、Qの だんな も、何歳だっただろうね … 旦那 さんを

亡 くしてか ら、2、3年 してか らだったけ どねえ。 女 の人のほうか ら、押 しかけてい

った もんねえ。>

KR(Qの 妻)が け死んでか ら、 まれけん女房な思いだ させんなつ、いいやったわけたい。

<そ う、Rさ んが死 んでか ら、た まには女房 を思いだ しませんか、 と言って(オ マ ッバ

が)言 い寄 ったわけよ。>

Kあ たいで良かれば、って、いいやったわけよ。

K(オ マ ツバ は)う ん、 うん、ハ イカラどん じゃった。 どこそん、 クリーム じゃった

か …<う ん、 うん、ハ イカラさんやった。 どこのクリームだったか …>

Kク リンシ ンクリーム をば、つ けち ょっとや っが。 おい どんな、つけっ こともねえた

っが ・・…<ク リンシンクリームを、つけていたよ。私 なんかは、つけたこともな

いんだけど ・… 〉
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Kあ あ。良かかざが しよったでや。〈ああ。いいにお いが していたよ。>

Kあ っつ(オ マツバは)、(昼 間は)ご ろねいや、何のす うてねっ し。 も、反物 どん、 と

らえにいっばっかい。 〈あの人は、ごろ寝 していて大丈夫で しょ、何 しな きゃいかない

わけで もない し。服を買いにい くぐらい じゃないの。>

Kオ マツバは佐多や、佐多 んコオリや。<マ ツさんは佐多の人、佐多の コオリの人。>

Kい まおなごん、けっそせんかたあ、 アゲ ンソンの しとコオ リとかっ くるっが。小太郎

次 っつ う人 とひっぱっち ょらっ じ。<そ の女 の人は、結婚するまえは、上園の人 と(付

き合っていて)コ オ リか ら通 っていた よ。小太郎次 とかいう人と付 き合 っていた。>

Kそ いで小太郎次が病 な しおって、病 院におっ とか あ、そそ こんげのおばさんと、 よ

かごとなった と。そいで、マ ツなうす られ ・… 〈それで小 太郎次が病気をして、病

院にいた とき、看病 していた女 と仲良 くなって しまったんです。それでマ ツさんは捨て

られて ・・'>

0オ マツバみたいな生 き方 を、どう思いますか。

Kい けな思 うも何 も … あげな暮っしゃしたねえ。

K人 んいけんこげん言わる暮 らしな よか。人んいけんこげん言 われるこっちゃね。<人

にいろいろ言われる暮 らしは嫌だ。人 にあれこれ言われるのはごめんだ。〉

*ま た後家の事例。後家について 「小 ぎれいなのは旦那衆の妾になっているのが多かった」

とい う 「土佐源氏」の語 りの通 りの生 き方 をしている(宮 本1960=2004:143)。 亀菊 さ

んはそういう生 き方 を厳 しい目で見ている。

*麓(ふ もと)と は島津氏 が在地支配のため領内各地に設けた外城(と じょう)の 麓集落

のことで、半士半農の武士である郷士が集住 して、地方の役 人として農民 を支配 した(中

ネ寸2000:79-89)

既婚女性の男性関係

0お かたが、他の男の人とつ きあうことはあ りました?

Kむ か しは、そげんことは、多か った ど。 よその見知 らぬ男の人 とかなあ。今 ん しは、

そげなこと無いけどなあ。

0お かたが他の男の人 となったら、旦那は怒 ります よね、そ した ら別れるんですか?

Kま 、そげな人もおっと。

0ど ちらか ら誘うんだろ う?
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Kや っぱ男かなあ。

0お かたになって も、 もてる人 もいましたよね?そ うい う人は、い くつ ぐらいまで もて

るんですか?

Kい くつかなあ。 どうしても、若いほうがいいでなあ、30ぐ らいだうなあ。

0男 は?

K男 はなあ、我が孫になるくらいの子 と、孫ん子の ようなん と一緒 になった りもすんな

あ。そんな しもおるなあ。孫 ん しくらいの女 となあ。す もとりくセ ックス〉しよったと

なあ。

0男 が捨て られる とい うこともあ りますか?

Kそ れ もあるなあ。言葉がお うて一緒 になるとなあ。男 を好 きになって、まえの男 を捨

ててなあ、その新 しい男 と一緒になると。昔はそ うい うのがようあった と。

0直 吉 さん と結婚 したあ とも、他の男が言い寄って きたで しょう?

Kえ え、おなじ部落のお じさんが。畑 を渡る、近道があったでや。そんお じさんな、竹

細工 を しよったでや。私が通 れば、ほら、お じさんが、あた しをおかたに したか ったっ

て、言いよったでゃ。

別れ

0別 れて他の人 と一緒 になるのは恥ずか しい ことと言われた りしませんで した?

Kん にゃあ。好 きな人 と暮 らす った ら、 もう、恥ずか しい こともなか とよ。嬉 しい と。

もとのおかたをうっじく捨 てて〉、別の女 と暮 らす しが、多かった と。そげな しが。

K別 の、好いた女とまた別に、家 を借 りるなどして住むわけ。

K同 じ部落でも、そげなことがあると。

*離 婚 して好 きな人 と暮 らすのは恥ずか しい どころか 「嬉 しい」 ことだ とい う、規範意識

に縛 られない素直な表現。

K(お かたは)そ ういうときは、戻 らな しようが なかで、ほら。実家に戻 って、お父 さ

んには言いがな らんが、お母さんに、 こげこげなった じ、家に戻っ きたでって、言 うと。

やっぱ、語 らんな、男 と一緒やったとにな して帰ってきた とかいって、お母 さんな、思

うじ。お父 さんには語 りに くい じ、やっぱ、お母 さんには話すの。女がお母さんに、相

談するわけよ。 また一緒 に暮 らして くださいって。
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K捨 て られた女 にゃ、そ ら、思 うことが一杯あるの よ。あのおなごがおったばっか りに、

自分が捨て られたって。残念やっでや。

*胸 のあた りを手でかき回す ような仕草 をして、他の女に男 を奪われ る無念さを語った。

恋についての歌

Kお じさん達の、まだ20歳 にな らん、学校 あが りの15、6の 頃、語 って聞かせ よった こ

とどん、語 ってみれば良かったって、思いでっせえな。<お じさん達が(私 に)、 まだ20

歳 にな らない学校 あが りの15、6の 頃、語って聞かせて くれたことな ど、話 してみれば

良かったとも思 ったんだけ どね。>

K着 物にたとえてな、はお りの着物 にた とえてな、「わ しとお前 さんな、あわせのはお

り」って。上の柄が男になってな、裏 はちった短 くて。裏 と表が、男 と女 になるわけ。

裏の短いほ うが女、男が こん裏の表 になるわけ。それで、紐で結ぶや ろうが。 それで

「わ しとお前さんな、あわせのはお り」って。

K男 と女のたとえよ。それで、「川の字の、なかみを川に流 して、せめて二人で寝 てみた

い」 て。川の字 は、三つあろ うが、そのなかを流 して、そ した ら二人になっどが。それ

で、「せめて二人で寝 てみたい」って。

K赤 ちゃん じゃっか、他人 じゃっか。その中の字 を流 して、両方の長いのが二人で、そ

れでお う、おうごとあっ、 って。「せめて二人で寝てみたい」って。 フフフ、先生、こげ

な とな。 ほって、今度 は焚 き物にたとえてな、焚 くとかあ、ほ ら、両方 にちった大 きな

薪をやっ どが、薪 をいろ りのなかに くべて、中に小枝 を入れろ うが。小枝は くべて燃 え

るどが、大 きい薪は残 るどが。ほって、大 きい薪を冷や して、今度 また火 をつ ける とっ

か、いったん燃 えた薪や っで、す ぐ火がつ くやろ うが。ほいでそ ら、「わ しとお前 さんな、

焚 きもんの薪 よ」って。1度 語 って火がついたおなごとは、2度 目は語 りが早いって、

す ぐ火がつ くって。

*11月 の最後の訪問の日に、前 日の晩に語 り残 したことを思い出 したと言 って、一連の恋

の歌 について語って くれた。

K(婚 外子は)い いやあ、いじめられはせんよ。

K歌 があるでなあ。「野でも山でも、子は産 んでお っじゃれ」 って。「なんの宝 よっか、
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子が宝」って、歌があると。

K好 いた男 と女 ならな、野でも山で も、よその男 とやって も、 よその女 とやって も、子

供は産んどけって。「金 よっか親が宝」 って、そげな歌 もある。

K歌 は何で もなあ、恋が混 じっちょっでやなあ。 「恋の混 じらぬ歌 はない」って、私 らも

言 うでやな。

Kあ とな、わ しとお前 さんが添われんときは、電車の レールを枕 に して、死 んで しまっ

て も悔いはない とかなあ。「わ しとお前 さんが添われんときは、 レール枕に汽車 を待つ」

ってな。死んで しまって も、悔いはないってな。

K(親 の反対は)強 かった と。丁寧 に育てたのを、なか うどく仲 人〉に頼んだ りしてな

あ。人の大事な子供をもらうけなあ。

Kま こち、いろいろ昔のいろいろなたとえ話があっでや。着物のたとえや、火の焚 くも

んやな。 もの ごとの二人で、口げんか してん、つかんかかって してもなあ、手 を出 して

も、い さかいやけどな、一晩 あかせ ば、胸 もさが ってく気分が落ち着いて 〉、けんか も

せんなあ。けんか した らもう、語 りがな らんでや。ほんと、 よか風につ くってある じな

あ、先生。着物 もなあ、抱 き合わせ なあ、男が女 を 「抱 く」んなあ。先生にこんな話 を

すっとやったって、帰 ってか ら思ったわけ。

5.考 察

亀菊 さんの100年 にわたるライフヒス トリーを、ほんの限 られたエピソー ドにつ いてで

はあるが、足早 に追体験 してきた。最後に本稿 の出発点に戻 って、亀菊 さんのライフヒス

トリーか ら、最初に立てた問いにどのような答えを与 えることがで きるのかを考えてみ よ

う。

本稿は歴史人口学的 に見 た近世九州海村の特異性 とい う問題か ら出発 した。著 しい人口

増加、世帯規模の大 きさと合同家族世帯を多 く含む世帯構造の複雑 さ、高い出生率 と頻繁

な婚前 ・婚外出生、頻繁な個人の世帯間移動 などである。

この3番 目の点 については多 くの先行研 究があるが、実態の理解 は必ず しも一致 しない。

お もに未婚男女が繰 り広げ る婚姻を前提 とした配偶者選択のプロセスであったのか、未既

婚の別や老若 を問わず 自由に楽 しんだ 「遊び」であったのか、 という違いである。婚前 に

生まれた子はほ とんど後の夫の子なのか、別の男性の子である場合 も多いのか、 とい う問

いとも関係す る。 また、 こうした関係 は女性 も享受する恋愛であったのか、男性 による一

方的 な女性の支配だったのか、 とい う論点 もある。 さらに歴 史的変化の方向をめ ぐって、
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秩序ある交際か ら放縦へ と向か ったのか、 自由が失 われたのか という枠組 みの対立があ

る。

亀菊 さん自身の経験 と、周囲の見聞を総合すると、まず、婚姻 を前提 としたわけではな

い男女関係 は頻繁 に存在 した。亀菊 さん自身も既婚男性 との間に婚外子 を産 んでお り、姑

も妊娠 した子の父親 とは違 う男性 と結婚 した。 ヨバナシか ら妊娠 して も親の反対で結婚で

きないこともある。後家が既婚男性 の浮気相手になった り旦那衆の妾 になった りすること

が多 かったのは、民俗学の報告そのままである。既婚女性 の婚外関係 も多かった。

ではそれは女性たちにとって どうい う経験だったのだろう。赤松の描 くようにおお らか

に楽 しめることばか りではなかったのは確 かである。この聞き書 きの中で もっとも悲惨 な

のは、連れ子 を夫 に虐待 された姑の事例だろう。「娯が産んだ子 どもの卸元」 を問題 にす

る 「料簡の狭い男」はたぶんあちこちに存在 した。また土方仕事 をして も山仕事をしても、

女性 たちに とって仕事の場 はセクハ ラと強姦の危険に充ち満 ちてお り、女性の選択権が無

いわけではもちろんないが、それはときお り力ず くで行使 しなければならなかった。

男性 の性の 自由は、裏切 られる女に とっては何十年 たって も消えない傷 を残 した。「そ

ら、思 うこ とが一杯 あるのよ」 「あのおなごがおったばっか りに」「残念やっでや」 とい う

言葉 には万感がこもっている。あのお伽話 のような宮本常一の 「土佐源氏」の女性たちに

も 「思 うことが一杯」あったろうが、描かれてこなかった。

しか し、だか らと言って、女性 たちがただ苦 しんできたか と言 えば、それは違 う。生活

のために自か ら押 しかけて妾になった後家 もいれば、男 を捨 てる女 もいる。また、「日の

三 日でん、暮 らす ごた」 と言われて、おかたのいる人とは知 りなが ら家 を出た とき、恋心

を抱 いていなかった とは到底言 えまい。「恋の混 じらぬ歌はない」 と言 うように、恋 はこ

の地域の人々にとって男女 を問わず重大な関心事であった。前の人 と別れても、人 を傷つ

けて も、 「好 きな人と暮 らす った ら」「嬉 しい と」。いろいろあって も 「・一晩あかせば、胸

もさが って」「ほんと、 よか風につ くってあるじなあ」。 この地域の人々はそうした ことに

正直である。

恋のッケは子 どもとい うかたちで回って くる。連れ子 を虐待 された姑の例の ように、 ま

た、親元 に残 してきた息子が不欄でな らない亀菊 さん自身のように、 「生 まれた子供 はい

つの間にかム ラのどこかで … 育て られていた」 というような簡単なものではない。 し

か し今 日と比較すれば、そ うした子供が居場所 を得やすい社会であったの も事実 である。

「野で も山で も、子は生んでおっじゃれ」 とは、そ うした受け皿があるか らこそ言えるこ

とであった。姑の連れ子 も、亀菊 さんの息子 も、親の手 を離れても立派に育った。

ここで、婚外 出生以外の歴史人口学的知見が説明 される。婚外子であろ うと間引 きなど
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せず 「子は宝」 と育てる社会であったか らこそ、人口は増加 した。そうした子 どもたちや、

離婚 したあるいは婚外子を生 んだ子連れ女性 たちが親元や親類の家 に身を寄せた移動が、

頻繁 な個人の世帯間移動 であろう。複雑 な世帯構造はその結果 と言 える。合同家族世帯 も、

中国の ような規範 とい うよ り、東南 アジア研究者の言 う 「家族圏」 に近い、状況依存的に

伸 び縮みする世帯の姿であろう。婚外子差別は無いというが、実際、亀菊 さんの息子は実

家の跡取 りとな り、亀菊 さんの初婚の家では出戻った娘の子を跡取 りにしたようだ。

では、歴史的変化については、何か分かるだろうか。 このイ ンタビューで 「昔は … 」

「今 は … 」 という言 い方がされ るのは、「(女が)男 を好 きになって、 まえの男を捨て

てなあ、その新 しい男 と一緒になると。昔 はそ うい うのがようあったと。」 「むか しは、そ

げんこと(お かたが婚外関係 をもつこと)は 、多かったど。 よその見知 らぬ男の人 とかな

あ。今ん しは、そげなこと無 いけ どなあ。」 と、今 のほうが自由が失 われた、 とい う文脈

だった。 しか もいずれも女性 の性的自由が減退 した とい う内容であるのが興味深い。

自由が減退 して親の決める結婚 と買春が多 くなったのか というと、そ うい う証言は必ず

しも得 られていない。亀菊 さんの最初の結婚はヤウチ内での結婚であ り、婚家は田を所有

していて財産の保全に熱心だった。森栗の言うようにヤウチ婚が ヨバイよ り好 まれるよう

になった時期に当たってい るのかもしれないが、前者が新 しい形態なのか、「男の無秩序

な暴力」がこの時期に強 まったのか どうかは、 この聞 き書 きか らだけではわか らない。た

だ、ヤウチ婚だか らといってうま くい くとは限 らなかったのは確かなようだ。

ここまで亀菊 さん 自身の経験 と周囲の見聞から、かな り自由な男女関係 を描いてきた。

しか しそれは当時のこの地域 の人々みなに共通す る経験を代表 しているのか というと少々

留意すべ き点が ある。 まず亀菊 さん自身の立場 と しては、初 婚が離 婚に終 わっている。

「出戻 り女」や 「後家」は性的な ターゲ ッ トにな りやすい。初婚では親の決めた裕福 な家

に嫁 ぎ盛大な結婚式 もしたが、その結婚が続 いていれば、大 きな農家の嫁 として もう少 し

別の人生が待っていたか もしれない。

また、夫や夫の父親、婚外 で生んだ息子の父親 など、登場す る男性 には共通性がある。

職業は土方、山仕事、大工であ り、いずれ も漂泊性 が高い。 「わ しらみたいに女 をかまう

もんは大方百姓 してお らん人間 じゃ。みんなに ドラと言われた人間 じゃ。」 とい う土佐源

氏の観察が事実だ とすれば、男性の側の条件か らも、本稿のイ ンタビューは地域の性的 自

由を過大に描いている可能性 を否定で きない。 とはいえ、一部の男女のみの経験 というよ

り、連続 した ものではあったろうが。

本稿では、徳川時代の歴史史料の解釈のために、現在得 られるオーラルライフヒス トリ

ーが有効か どうか検討するという、無謀 とも思える試みに挑戦 した。その試みの成否につ
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いては読者の判断に委ねるほかないが、オー ラルヒス トリーに登場 した人々の行動 は、歴

史人口学的分析結果 と予想以上 につ じつまの合 うものだった とい うのがわた しの印象であ

る。その解釈 をめ ぐるい くつかの論点については、すでに決着がついたのではなかろうか。

畠中亀菊 さんの ライフヒス トリーは、本稿に収録 したか ぎりで も、 ここでの検討をはる

かに超 える豊かな内容 を含 んでいる。その豊かさを十全 に活か した分析を別の機会に試み

たい。
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The Life History of a One-hundred-year-old Woman: 

   Love and Life in Seaside Villages in Kyushu

Emiko OCHIAI

     This essay is an attempt to make use of an oral life history to understand the 

background of peculiar patterns of historical demography in seaside villages in 

Kyushu. These villages have unique characteristics from a demographic point of view. 

A large village size, rapid population growth, large and complex households with a 

considerable proportion of joint family households, high fertility, frequent births out of 

wedlock, and frequent movement of individuals between households are among them. 

In short, these areas have a custom of sexual freedom outside marriage and flexible 

organization of domestic groups different from the ordinary ie in other areas in Japan. 

Our key question is whether the sexual freedom was mostly restricted to the young 

unmarried people in the process of mate selection or was widespread among those 

married and unmarried. Another question is whether women also enjoyed sexual 

freedom or they just suffered from it. 

     The major part of this essay is a transcript of the oral life history of an old 

woman who was born in 1903 in Sata on the tip of the Osumi peninsula in Kagoshima 

prefecture and lived in Nejime, the neighboring village. She married twice and gave 

birth to a baby out of wedlock between two marriages. She also spoke of the custom of 

yobanashi (or yobai, free sex), sexual harassments, extramarital love affairs of her 

second husband, and the story of a widow who became the concubine of two wealthy 

men. 

     We conclude that the people of this area, both men and women, enjoyed and 

sometimes suffered from love and sexual freedom not necessarily restricted to those 

unmarried. Children outside wedlock sometimes became victims of domestic violence 

but many of them found their niches in other households.
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